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てん菜移植作業(写真提供:北海道糖業株式会社伊達市、背景は有珠山)

今
年
も
春
の
ピ

l
ト
畑
へ
の
移
植
、
播
種
作
業
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
年
の
春
は
雨
も
降
ら
ず
作
業

は
こ
と
の
ほ
か
順
調
に
進
捗
し
た
と
聞
い
て
お
り
、
い

つ
も
作
業
で
競
合
す
る
他
作
物
も
同
様
と
思
う
。
ビ
ー

ト
は
春
の
1
日
は
秋
の
数
t
に
匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
で
あ
り
、
生
産
者
の
期
待
も
高
い
し
、
わ
れ
わ
れ

ピ
l
ト
関
係
者
も
大
変
期
待
し
て
い
る
処
で
あ
る
。

更
に
、
今
年
は
桜
の
開
花
も
早
か

っ
た
。
札
幌
で
は
過
去
二

番
目
の
早
さ
と
い
う
。
過
去

一
番
は
と
い
う
と
平
成
初
年
と
の

乙
と
。
平
成
却
年
の
ピ

l
ト
の
生
産
実
績
は
全
道
で
加
収
量

ω
・

4
t
、
糖
分
口

・
4
%
と
高
収
、
高
糖
分
で
あ
っ
た
。
春
作
業

の
進
捗
か
ら
考
え
る
と
今
年
の
秋
の
好
成
績
が
今
か
ら
私
の
頭

の
中
に
イ
ン
プ
ッ
卜
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
移
植
栽
培
は
昭
和
幻
年
か
ら
普
及
さ
れ
、

当
時
の
ビ

ー
ト
の
収
量
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
て
き
た
。
そ
の
間
移
植
機
等

作
業
機
械
も
開
発
さ
れ
、
移
植
機
に
乗
っ
て
作
業
す
る
人
員
も

近
年
の
全
自
動
移
植
機
の
開
発
と
と
も
に

4
人、

2
人、

1
人

と
着
実
に
省
力
化
し
て
き
で
い
る
。
し
か
し
、

他
作
物
と
比
べ

る
と
育
苗
か
ら
携
わ
る
人
員
を
考
え
る
と
生
産
者
の
負
担
は
大

き
い
。
ま
し
て
や
近
年
の
規
模
拡
大
に
労
働
力
を
確
保
で
き
な

い
。
従
っ
て
省
力
作
物
へ
の
移
行
が
発
生
し
、
輪
作
体
系
も
崩

れ
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
ピ

l
卜
の
春
作
業
の
負
担
軽
減
が
課

題
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

咋
年
は
、

5
年
ぶ
り
に
平
年
作
を
収
量
、
糖
分
と
も
に
上
回

っ
た
。
ま
た
、
基
準
糖
分
、
単
価
見
直
し
も
相
ま

っ
て
久
し
ぶ

り
に
生
産
者
の
粗
収
入
も
増
大
し
た
。
今
年
は
そ
の
影
響
も
あ

り
、
ビ
ー
ト
耕
作
に
対
し
雰
囲
気
は
良
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
乙
の
勢
い
で
近
年
問
題
で
あ

っ
た
ビ

l
ト
の
作
付
面
積

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
な
ん
と
か
昨
年
以
上
の
面
積
を
確
保

し
た
い
。
そ
の
中
で
現
場
に
即
し
た
省
力
化
技
術
体
系
に
つ
い

て
の
検
討
を
て
ん
菜
協
会
を
は
じ
め
関
係
者
が

一
つ
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
私
た
ち
の
課
題

と
思
う
。

(J

・
Y
)

てんさい
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5
月
泊
目
、
札
幌
市
内
で
第
却
回
通
常

総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
会
員
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
、

農
林
水
産
省
生
産
局
農
産
部
地
域
作
物
課

前
田
課
長
補
佐
、
道
農
政
部
鳥
海
生
産
振

興
局
長
な
ど
関
係
機
関
の
ご
臨
席
を
頂
き

ま
し
た
。

目
頭
、
当
協
会
の
内
田
会
長
よ
り

「
今
年
は
、
近
年
な
く
順
調
に
春
作
業

が
進
み
、
雨
不
足
が
心
配
さ
れ
た
が
恵
み

の
雨
も
あ
り
、
て
ん
菜
を
含
め
各
作
物
と

も
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、
今
後
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
作
付
面
積
は
、
昨

年
か
ら
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
支

援
水
準
の
見
直
し
ゃ
作
柄
が
良
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
長
く
続
い
た
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
り
、
昨
年
を
上
回
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。初

年
度
の
て
ん
菜
生
産
は
近
年
に
な
く

順
調
に
生
育
が
進
み
、
生
産
者
は
じ
め
関

係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
久
し
ぶ
り
の
出
来

秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

て
ん
菜
西
部
萎
黄
病
の
発
生
が
全
道
的
に

拡
大
し
た
こ
と
か
ら
幻
年
度
の
対
策
と
し

て
二
度
に
わ
た
り
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
全

生
産
者
に
配
布
し
て
注
意
を
喚
起
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
お
年
度
の
国
の
補
正
予

算
で
措
置
さ
れ
た
、
て
ん
菜
・
ば
れ
い
し

てん菜協会だより平成27年6月1日

ょ
を
対
象
と
し
た
「
農
業
機
械
の
リ
l
ス

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
仰
の
事
業
実

施
主
体
の
方
々
に
活
用
を
い
た
だ
き
ま
し

た

T
P
P
交
渉
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
会

決
議
が
順
守
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
関
係

機
関
・
団
体
と
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。今

年
は
今
の
と
こ
ろ
期
待
が
も
て
そ
う

な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
者
皆

様
の
努
力
が
報
わ
れ
、
今
後
の
天
候
も
味

方
し
て
く
れ
て
昨
年
に
続
き
、
豊
穣
の
秋

が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
議
事
が
進
め
ら
れ
、
提
出
し

た
全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
、
副
会

長
、
専
務
理
事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
(
新

役
員
体
制
は
末
尾
に
記
載
。
)

[
平
成
部
年
度
事
業
報
告
]

1.

原
料
て
ん
菜
の
受
渡
及
び
糖
分

測
定
立
会
事
業
。

川
原
料
て
ん
菜
の
受
渡
及
び
糖
分
測
定
立

会
人
を
認
定
委
嘱
し
、
立
会
業
務
を
通

し
て
公
正
・
円
滑
な
取
引
の
推
進
に
努

め
た
。

ω適
正
な
糖
分
測
定
の
た
め
、
糖
分
測
定

セ
ン
タ
ー
の
操
業
前
点
検
や
操
業
期
間

中
の
立
入
点
検
を
実
施
し
た
。

川
原
料
受
渡
し
及
び
糖
分
測
定
等
に
つ
い

て
役
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し

た。

川
原
料
て
ん
菜
立
会
人
代
表
者
会
議
を
開

催
し
、
立
会
業
務
の
検
証
等
を
行
っ
た
。

倒
立
会
業
務
に
永
年
従
事
さ
れ
た

7
名
の

方
の
表
彰
を
行
っ
た
。

2.
試
験
研
究
事
業

ωて
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験
。

ω西
部
萎
黄
病
の
発
生
生
態
と
多
発
生
の

要
因
解
明
。

ω防
除
薬
剤
の
残
効
期
間
と
品
種
の
特
性

に
応
じ
た
テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
の
要
因
解

明。

制
て
ん
菜
の
安
定
生
産
に
向
け
た
適
正
な

圃
場
管
理
指
針
の
策
定
。

3.
普
及
啓
発
事
業

川
砂
糖
・
て
ん
菜
を
め
ぐ
る
情
勢
の
周
知

と
て
ん
菜
作
付
け
面
積
を
確
保
す
る
た

め
、
「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」

を
道
内
4
会
場
で
開
催
し
た
。

ω高
い
生
産
技
術
に
よ
り
高
品
質
て
ん
菜

生
産
の
生
産
者
に
対
し
、
「
高
品
質
て

ん
菜
生
産
出
荷
共
励
会
」
を
実
施
し
、

4
名
を
表
彰
し
た
。

ωて
ん
菜
西
部
萎
黄
病
の
発
生
が
全
道
的

に
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
全
生
産
者
に
配
布
し
た
。

ω
2
0
1
4年
版

「て
ん
菜
糖
業
年
鑑
」
、

「
て
ん
菜
協
会
だ
よ
り
」
及
び
「
平
成

初
年
産
て
ん
菜
の
生
産
実
績
」
を
発
行

し
た
。

同
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
の
理
解
促
進
と
需

要
拡
大
を
図
る
た
め
、
「
農
業
・
農
村

フ
ェ
ス
タ

i
n
赤
れ
ん
が
」
「
第

7
回

北
海
道
う
ま
い
も
の
見
j
つ
け
た
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
へ
協
賛
参
加
し
た
。

同
道
内
外
の
小
・
中
学
校
か
ら
の
要
請
に

応
じ
、
て
ん
菜
の
現
物
提
供
や
普
及
啓

発
資
料
を
配
付
し
、
て
ん
菜
・
て
ん
菜

糖
の
理
解
促
進
を
行
っ
た
。

4
開
調
査
研
究
事
業

川
欧
州
に
お
け
る
て
ん
菜
の
生
産
・
集
荷

体
制
等
に
つ
い
て
会
員
担
当
者
に
よ
る

海
外
事
情
調
査
を
行
い
情
報
収
集
を
行

っ
た
。

ωて
ん
菜
の
作
付
推
進
の
た
め
、
会
員
自

ら
が
取
り
組
む
実
験
事
業
を
実
施
し

た
川
お
年
度
の
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
北

海
道
・
南
九
州
畑
作
物
農
業
機
械
等
リ

ー
ス
事
業
を
実
施
し
、
仰
の
事
業
実
施

主
体
に
助
成
金
を
交
付
し
た
。

な
お
、
平
成
幻
年
度
の
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、
幻
年
3
月
の
理

事
会
で
設
定
致
し
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要

も
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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平
成
幻
年
度
事
業
計
画

今
日
の
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
を
取
り
巻

く
状
勢
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
使
命
で

も
あ
る
原
料
取
引
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

と
と
も
に
生
産
者
の
作
付
意
欲
向
上
に
取

り
組
む
ほ
か
、
試
験
研
究
や
普
及
啓
発
、

調
査
研
究
な
ど
に
よ
り
、
て
ん
菜
産
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
。

[主
要
実
施
事
業
]

川
原
料
て
ん
菜
の
受
渡
及
び
糖
分
測
定
立

会
事
業

原
料
て
ん
菜
の
受
渡
及
び
糖
分
測
定
立

会
業
務
の
推
進
、
合
理
化
の
推
進
、
糖
分

測
定
セ
ン
タ
ー
の
操
業
前
点
検
、
立
入
点

検
、
立
会
業
務
功
労
者
顕
彰
な
ど
の
実
施

凶
試
験
研
究
事
業

て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験
、
西
部
萎

黄
病
の
発
生
生
態
と
多
発
生
の
要
因
解
明

等
の
試
験
研
究
の
実
施
。

同
普
及
啓
発
事
業

高
品
質
栽
培
な
ど
に
関
す
る
講
習
・
研

修
会
の
開
催
や
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
の
発

行
、
て
ん
菜
の
生
産
実
績
等
普
及
啓
発
資

料
の
作
成
・
配
布
等
て
ん
菜
糖
の
需
要
拡

大
・
普
及
啓
発
、
高
品
質
て
ん
菜
出
荷
共

励
会
の
実
施
等
。

同
調
査
研
究
事
業

原
料
て
ん
菜
の
受
渡
及
、
び
合
理
的
な
実

施
方
法
に
係
る
調
査
・
研
究
事
業
の
実

施
。
会
員
自
ら
取
組
む
て
ん
菜
の
作
付
推

進
に
係
る
実
験
事
業
の
実
施
。

新
役
員
体
制

会

長

副

会

長

副

会

長

専
務
理
事

理

事

理

事

理

事

代
表
監
事

監

事

十渡木太 川 丹吉辻内

田川遁村田崎下回

和

幸
(
再
)

勇
(
再
)

敏
(
再
)

彦
(
再
)

一

(
新
)

知
(
再
)

樹
(
再
)

美
(
再
)

子
(
再
)

典勝雅良仲良克

てん莱イメージ
キャラクター

鈎滋ヨロ

第
4 
回

最高

霧置
貫て
及ん
び 莱
3生
優産

雪量
E竃'司

事共
例励
紹会
介」

北
海
道
農

主喜
査生

て震
ん興
墓局
... 己 醤畠

鈴霊
し振

こE興

山課

根

(
は
じ
め
に
)

一
般
社
団
法
人
北
海
道
て
ん
菜
協
会
と

北
海
道
で
は
、
作
付
面
積
が
減
少
傾
向
に

あ
る
て
ん
菜
の
生
産
振
興
お
よ
び
て
ん
菜

生
産
者
の
作
付
意
欲
の
向
上
を
図
る
た

め
、
平
成
お
年
度
か
ら
、
高
い
生
産
技
術

に
よ
り
高
品
質
て
ん
菜
の
出
荷
実
績
を
挙

げ
て
い
る
生
産
者
を
表
彰
す
る

「高
品
質

て
ん
菜
生
産
出
荷
共
励
会
」
を
関
係
者
協

力
の
下
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

第

4
回
と
な
る
お
年
度
は
、
幻
年
1
月

初
日
に
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、
初
年
産

。最優秀賞有限会社真野農場(中札内村移植栽指)

。優秀賞・(独)農畜産業振興機構理事長賞(特別賞)

桑 迫孝幸氏 (小清水町・移植栽培)

(長沼町・移植栽培)

(むかわ町・直播栽培)

敏l昭氏

猛氏

。優秀賞坂森

。優秀賞桑原

敏
史

の
生
産
実
績
、
安
定
生
産
・
安
定
供
給
の

取
組
状
況
、
栽
培
技
術
な
ど
の
総
合
的
な

評
価
が
行
わ
れ
、

-
名
の
最
優
秀
者
と

3

名
の
優
秀
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
か
ら
、
特
別
賞
と
し
て
独
立
行
政
法

人
農
畜
産
業
振
興
機
構
理
事
長
賞
を
創
設

し
、
審
査
委
員
会
に
お
い
て
低
コ
ス
ト
・

省
力
栽
培
に
着
目
し
て
審
査
が
行
わ
れ
、

優
秀
賞
受
賞
者
の
中
か
ら

1
名
の
受
賞
者

を
決
定
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は

2
月
日
日
に

K
K
R
ホ
テ
ル

札
幌
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
農
政
部
竹
林

部
長
か
ら
表
彰
状
、
北
海
道
て
ん
菜
協
会

内
田
会
長
か
ら
盾
と
副
賞
が
、
ま
た
農
畜

産
業
振
興
機
構
薄
井
総
括
理
事
か
ら
特
別

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
受
賞
者
の
栽
培
上
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
受
賞
者
に
共

通
し
て
い
る
の
は
、
①
適
正
な
輪
作
体
系

の
実
施
に
よ
る
連
作
の
回
避
、
②
適
切
な

堆
肥
施
用
に
よ
る
地
力
維
持
、
③
心
土
破

砕
な
ど
に
よ
る
透
排
水
性
改
善
、
④
土
壌

診
断
に
よ
る
適
正
施
肥
、
@
こ
ま
め
な
ほ

場
巡
回
に
よ
る
適
期
防
除
や
雑
草
対
策
と

な
っ
て
い
ま
す
。



(4) 

【
最
優
秀
賞
】

第
1
部
移
植
栽
培
(
十
勝
地
区
)

120号(増刊号)

有
限
会
社
真
野
農
場
(
中
札
内
村
)

てん菜 協 会 だ よ り

①
経
営
の
概
要

・
小
麦
、
て
ん
菜
、

馬
鈴
し
ょ
、
小
豆

の
畑
作
物
4
品
目

を
約
必

h
、
野
菜
を
約
5
h
、
計
m
h

を
経
営
す
る
畑
作
・
野
菜
農
家

・
4
年
輪
作
を
基
本
に
堅
持

②
栽
培
上
の
ポ
イ
ン
ト

・
自
己
の
ほ
場
条
件
を
考
慮
し
て
、
高
糖

分
・
高
収
量
品
種
を
選
定

・
前
作
小
麦
収
穫
後
の
緑
肥
鋤
き
込
み

と
、
て
ん
菜
移
植
前
の
完
熟
堆
肥
(
牛

ふ
ん

2
t
/
叩

a
)
の
投
入
に
よ
る
土

づ
く
り
を
実
施

・
計
画
的
な
暗
渠
施
工
と
と
も
に
、
毎
年
、
心

土
破
砕
に
よ
り
土
壌
透
排
水
性
を
改
善

・
各
ほ
場
3
1
4
年
に

一
度
行
う
土
壌
診

断
結
果
に
基
づ
き
土
壌
改
良
材
を
施
用

し
、
州
を
調
整

・
毎
年
、
融
雪
剤
散
布
に
よ
り
、
融
雪
促

進
に
努
め
、
早
期
の
移
植
を
実
施

・
土
壌
診
断
結
果
に
よ
る
施
肥
設
計
に
よ

り
減
肥
を
実
施

-m日
間
の
育
苗
期
間
を
確
保
し
た
播
種

目
を
設
定
し
、

2
戸
共
同
に
よ
る
播
種

作
業
を
実
施

・
生
育
調
整
剤
の
使
用
と
温
度
管
理
に
よ

り
、
葉
切
り
・
前
月
葉
を
行
わ
な
い
健
苗

平成27年6月1日

づ
く
り
を
徹
底

・
移
植
前
の
整
地

作
業
は
、
大
型

ト
ラ
ク
タ
に
よ

る
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ

ョ

ン

作

業

(
ス
プ
リ
ン
グ

ハロ
1
、
パ
ワ

ー
ハ
ロ
l
)
に

よ
り
作
業
時
間

の
短
縮
を
図
る

と
と
も
に
、

G

P
S
作
業
機
の

導
入
に
よ
る
高

精
密
作
業
を
実

作
也

4
h
H
H
 

-
こ
ま
め
な
ほ
場

巡
回
に
よ
り
、

病
害
虫
の
早
期

発
見
や
効
果
的

な
防
除
、
適
期

の
除
草
を
実
施

・
効

率

的

な

収

穫

・
搬
出
の
た

め
、
ト
レ
ー
ラ

ー
ダ
ン
プ
と
の

セ
ッ
ト
作
業
を
実
施
。

氏 名 市町村名 てん菜 10a当り 糖分 10a当り 経営の主な特徴
作付面積 収量 糖量

有限会社 hal kgl %1 kg 畑作物と野菜による4年輪作を実施。窒素施肥量の低

真野農場 中札内村 12.701 8，726117.911，562 減や播種作業の共同化等に取り組むとともに、ほ場整

(移植) (141弘)1 (104百)1 (146弘) 地のコンビ不一ンョン作業やGPS導入等、将来的な大

一一一一ーーー」ー
規模化にも対応可能な先進的な取組を行っている。

【
優
秀
賞
・
(
独
)
農
畜
産
業
振
興
機

構
理
事
長
賞
】

第

1
部

移

植

栽

培

(
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
)

桑
迫

孝
幸
氏

)内は全道平均対比。

野
菜
2
h
、
計

n
h
を
経
営
す

る
畑
作
・
野
菜

農
家

・
野
菜
も
含
め
て

3
年
以
上
の
輪

作
と
な
る
よ
う

努
力

②
栽
培
上
の
ポ
イ

ン
ト

.
病
害
抵
抗
性
の

高
い
品
種
を
選

定
・
前
作
小
麦
収
穫

後
に
緑
肥
を
栽

培
し
、
完
熟
堆

肥
(
牛
ふ
ん

3

t
/
日

a)
と

農
協
が
臭
気
対

策
を
施
し
た
で

ん
粉
廃
液
を
散

布
後
に
鋤
き
込

み
に
よ
る
士
、
つ

く
り
を
実
施

・
毎
年
秋
に
サ
ブ

ソ
イ
ラ
に
よ
る

※( 

(
小
清
水
町
)

①
経
営
の
概
要

・
小
麦
、
て
ん
菜
、
馬

鈴
し
ょ
の
畑
作
物

3
品
目
を
m
h
、

氏 名 市町村名 て ん 菜 10a当り 糖分 10a当り 経営の主な特徴
作付面積 収量 糖量

ha 1 kg 1 % kg 畑作物と野菜による 3年輪作を実施。窒素

桑迫孝幸 小清水町 7.351 8，473117.7 1，500 施肥量の低減や播種作業の共同化、低温に

(移植) (136%) 1 (103%) (140%) 
よる育苗、農業機械の共同利用等、 低コス
ト・省力栽滑に積極的に取り組んでいる。

心
土
破
砕
を
作
付
予
定
全
ほ
場
で
実
施

し
透
排
水
性
を
改
善

・
土
壌
診
断
に
よ
り
耐
を
確
認
す
る
と
と

)内は全道平均対比。

[前
列
右
か
ら
]

・
桑
原
猛
氏
(
む
か
わ
町
)
代
理
出
席

.
有
限
会
社
真
野
農
場

真

野

保

氏

(

中
札
内
村
)

・
坂
森
敏
昭
氏

(
長
沼
町
)

-
桑
迫
孝
幸
氏
(
小
清
水
町
)
代
理
出
席

[
後
列
右
か
ら
]

-
吉
田
札
幌
支
部
長

※
来
賓
(
日
本
ビ

1
卜
糖
業
協
会
)

.
武
石
所
長

※
来
賓
(
北
海
道
農
政
事
務
所
)

・
竹
林
農
政
部
長
(
北
海
道
)

-
内
田
会
長
(
北
海
道
て
ん
菜
協
会
)

.
樽
井
総
括
理
事

※
来
賓
(
農
商
産
業
振
興
機
構
)

※( 

受賞者の方々



平成27年6月1日

も
に
、
て
ん
菜
作
付
前
に
は
必
ず
石
灰

質
資
材
を
投
入

・
積
雪
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
融
雪
剤
を
散

布
す
る
な
ど
、
融
雪
を
促
進
し
、
早
期

の
移
植
を
実
施

・
土
壌
診
断
結
果
に
よ
る
施
肥
設
計
に
よ

り
減
肥
を
実
施

・
播
種
は
日
戸
で
構
成
す
る
播
種
プ
ラ
ン

ト
で
の
共
同
作
業
で
、
育
苗
期
間
は
印

日
程
度
を
設
定

・
低
温
育
苗
と
2
回
以
上
の
苗
ず
ら
し
に

よ
り
、
徒
長
を
気
に
せ
ず
か
ん
水
を
適

宜
実
施

・
こ
ま
め
な
ほ
場
巡
回
と
、
気
象
条
件
や

関
係
機
関
か
ら
の
情
報
を
基
に
、
適
期

(
予
防
的
)
防
除
と
適
期
の
除
草
を
実
施

.
3
戸
共
同
に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
や
作
業
機

の
効
率
的
な
使
用
と
と
も
に
、
自
ら
が

実
施
す
る
機
械
の
整
備
修
理
に
よ
り
修

理
費
の
低
減
と
長
期
利
用
化
を
図
り
コ

ス
ト
を
低
減

てん菜協会だより

【
優
秀
賞
】

第

1
部
移
植
栽
培
(
そ
の
他
地
区
)

坂
森

敏
昭
氏
(
長
沼
町
)

120号(増刊号)(5) 

①
経
営
の
概
要

・
小
麦
、
大
豆
、
て
ん

菜
の
畑
作
物
3
品

目
を
M
h
、
野
菜

l

h
、
計
部
h
の
畑
作
・
野
菜
農
家

・
て
ん
菜
ほ
場
に
つ
い
て
は
、

5
年
輪
作

を
着
実
に
実
施

②
栽
培
上
の
ポ
イ
ン
ト

・
収
量
の
安
定
を
図
る
た
め
、
そ
う
根
病

抵
抗
性
品
種
を
選
定

・
前
作
小
麦
収
穫
後
の
緑
肥
鋤
き
込
み

と
、
前
年
秋
の
完
熟
堆
肥
施
用
(
馬
ふ

ん
及
び
稲
わ
ら

0
・
3
t
/
叩

a)

に
よ
る
土

づ
く
り
を
実
施

.
暗
渠
整
備
に
よ

る
排
水
改
善
に

加
え
、
前
年
秋

2
固
と
作
付
前

2
回
の
サ
ブ
ソ

イ
ラ
等
に
よ
る

心
土
破
砕
に
よ

り
透
排
水
性
を

改
善

・
毎
年
の
土
壌
診

断
結
果
に
基
づ

き
土
壌
改
良
材

を
施
用
し
、

J
仰

を
調
整

・
毎
年
、
融
雪
剤

を
散
布
に
よ
り

融

雪

を

促

進

し
、
早
期
の
移

植
を
実
施

・
施
肥
設
計
は
前

年
の
土
壌
診
断

に
基
づ
き
実
施

氏 名 市町村名 てん菜 10a当り 糖分 10a当り 経営の主な特徴
作付面積 収量 糖量

ha 1 kg 1 % kg 畑作物と野菜による 5年輪作を実施。丁寧

坂森敏昭 長沼町 3.45 1 8，760 117.7 1，551 で工夫のある排水対策などにより、水田地

(移植) (141九)1 (103日) (145九)
帯において品収量を維持している。苗の軽
量化など独自技術にも優れている。

し
、
有
機
質
肥
料
も
毎
年
施
用

・
育
苗
期
間
は
訪
日
と
し
、
育
面
中
は
適

切
な
温
度
管
理
と
必
要
に
応
じ
た
徒
長

抑
制
剤
の
使
用
に
よ
り
徒
長
を
防
止

・
良
質
安
価
な
腐
植
土
と
ピ
l
ト
モ
ス
、

籾
殻
く
ん
炭
を
自
ら
配
合
し
た
育
苗
土

の
使
用
に
よ
り
、
コ
ス
ト
低
減
に
加
え
、

苗
の
軽
量
化
に
よ
り
運
搬
作
業
を
軽
減

・
栽
植
密
度
は

9
0
0
0
株
/
叩

a
と

し
、
欠
株
が
無
く
な
る
よ
う
移
植
後
の

補
植
は
3
回
実
施

・
ほ
場
巡
回
と
糖
業
な
ど
か
ら
の
情
報
を

参
考
に
、
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散

布
に
よ
る
適
期
防
除
と
適
期
の
除
草
を

実
施

・
自
ら
が
実
施
す
る
農
業
機
械
の
整
備
修

理
に
よ
り
修
理
費
の
低
減
と
長
期
利
用

化
を
図
り
コ
ス
ト
を
低
減

【
優
秀
賞
】

第

2
部
直
播
栽
培
(
全
道
地
区
)

桑
原

猛
氏
(
む
か
わ
町
)

)内は全道平均対比。

①
経
営
の
概
要

・
水
稲
3
h
、
小
麦
、

豆
類
、
て
ん
菜
の

畑
作
物
7
h
、
野

菜
3
h
、
計
日

h
の
稲
作
・
畑
作
・
野

菜
農
家

・
畑
作
3
品
目
に
野
菜
を
加
え
た

5
年
の

輪
作
体
系
を
推
進
し
土
壌
病
害
の
発
生

を
抑
制

※( 

②
栽
培
上
の
ポ
イ
ン
ト

.
生
産
安
定
と
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、

褐
斑
病
等
の
病
室
口
抵
抗
性
品
種
を
選
定

.
前
作
小
麦
収
穫
後
の
緑
肥
鋤
き
込
み

と
、
前
年
秋
の
完
熟
堆
肥
施
用
(
牛
ふ

ん
に
麦
稗
と
籾
殻
を
混
ぜ
完
熟
堆
肥

化、

3
t
/
叩

a)
に
よ
る
土

づ
く
り
を
実
施

.
前
年
秋
に
心
土

破
砕
を
行
い
、

透
排
水
性
を
改

善
・
毎
年
の
土
壌
診

断

結

果

に

よ

り
、
適
正
施
肥

に
努
め
る
と
と

も
に
、
酸
度
矯

正
を
実
施

・
ほ
場
は
転
作
田

が
主
で
あ
る
た

め
、
客
土
の
実

施

と

堆

肥

施

用
、
透
排
水
性

の
改
善
に
よ
り

湿
害
を
受
け
に

く
い
ほ
場
、
つ
く

り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
早
期

の
播
種
に
よ
り

生
育
期
間
を
確

保

氏 名 市町村名 てん菜 10a当り 糖分 10a当り 経営の主な特徴
作付面積 収量 糖量

ha 1 kg 1 % kg 畑作物と野菜による 5年輪作を実施。転作

桑原 猛 むかわ町 1.83 1 7，765 118.3 1，421 田で有効な排水対策等にも努めている。病

(直播) (125%) I (106目) (133%) 害虫抵抗性品種導入や収種作業の外部委託
等、省力化を図り作付けを確保している。

※( )内は全道平均対比。なお、直播の場合は、移植と比較し、一般的に14~18%低収となるデータがある (1てん菜直播マニュアル2004J より)



(6) 

-
ほ
場
観
察
、
予
察
情
報
な
ど
に
留
意
し

た
適
期
防
除
と
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
散
布
の
実
施

・
雑
草
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
た
薬
剤
散

布
と
中
耕
除
草
に
よ
り
雑
草
を
抑
制

・
労
働
力
の
軽
減
と
収
穫
機
械
へ
の
投
資

抑
制
の
た
め
、
近
隣
農
家
に
収
穫
作
業

を
委
託

120号(増刊号)

(
お
わ
り
に
)

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
度
受
賞
さ
れ
た

4
人
の
方
々
は
、
基
本
技
術
の
励
行
に
加

てん菜協会だより

ぇ
、
土
づ
く
り
、
ほ
場
透
排
水
性
の
改
善
な

ど
、
地
域
の
気
象
・
土
壌
条
件
に
対
応
し

た
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
独
自
の
創
意

工
夫
を
も
っ
て
、
品
質
・生
産
性
の
向
上
を

目
指
し
た
て
ん
菜
、つ
く
り
に
取
り
組
み
、

素
晴
ら
し
い
成
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
取
組
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
道
内
の
て
ん
菜
生
産
者
の
栽
培

技
術
の
向
上
の

一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で

す
。

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
情

(
海
外
事
情
調
査
報
告
)

北
海
道
の
て
ん
菜
生
産
は
、
農
家
戸
数

の
減
少
や
生
産
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
停

滞
し
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な
生
産
・
集

荷
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
乙
と

か
ら
、
て
ん
菜
協
会
会
員
の
実
務
担
当
者

に
よ
る
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
情

調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

平成27年6月1日

川
て
ん
菜
の
種
子
開
発
等

北
海
道
の
作
付
品
種
の

4
分
の

1
近
く

を
開
発
し
た

K
W
S社
で
は
、
近
年
敵
州

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
褐
斑
病
、
椋
虫
、

ウ
イ
ル
ス
病
な
ど
の
耐
性
品
種
の
開
発
・

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
道
で
発
生
が
拡
大
し
て
い
る
西
部
萎

黄
病
に
つ
い
て
は
、
欧
州
で
は
少
発
生
に

と
ど
ま
り
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
、
発
生
形
態
等
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
品

種
開
発
に
は
パ
イ
テ
ク
な
ど
を
駆
使
し
て

も
、
十
数
年
は
要
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

凶
北
ド
イ
ツ
の
製
糖
工
場
と
生
産
者
の
係

わ
り

北
部
製
糖
会
社
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
工
場
及

び
北
ド
イ
ツ
て
ん
菜
耕
作
者
組
合
連
盟
に

お
い
て
製
糖
工
場
と
生
産
者
の
係
わ
り
等

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

当
社
は

5
か
所
の
製
糖
工
場
を
有
し
、

当
工
場
は
欧
州
で
二
番
目
の
原
料
処
理
能

力
(
凹
千
ト
ン
/
日
)
を
誇
り
、
生
産
者

は
個
人
又
は
て
ん
菜
耕
作
者
組
合
と
し
て

製
糖
会
社
の
株
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

耕
作
者
組
合
及
び
耕
作
者
組
合
連
盟

は
、
取
引
条
件
の
交
渉
、
品
質
評
価
の
監

視
、
工
場
搬
入
計
画
の
作
成
、
輸
送
距
離

を
考
慮
し
た
価
格
の
交
渉
な
ど
会
社
と
強

い
係
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
者
は
、
ほ
場
堆
積
中
の
品

質
管
理
や
搬
出
時
の
除
土
に
も
会
社
と
協

力
し
実
施
す
る
な
ど
株
主
と
し
て
も
積
極

的
な
関
与
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

同
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
製
糖
工
場

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は

2
か
所
の
製
糖
工

場
(
い
ず
れ
も
ア
グ
ラ
ナ
社
の
経
営
)
が

あ
り
、
そ
の
規
模
は
そ
れ
ぞ
れ
約
2
・
5

万
加
の
作
付
面
積
を
有
し
、
十
勝
と
オ
ホ

ー
ツ
ク
に

1
工
場
ず
っ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
-
戸
当
た
り
作
付
面
積
も
約
7

h
と
同
様
の
規
模
で
し
た
。

原
料
の
受
入
は
、
ほ
場
か
ら
日

h
l
m

M
の
範
囲
に
中
間
堆
積
場
が
あ
り
、
こ
?
」

で
計
量
、
査
定
、
糖
分
測
定
サ
ン
プ
ル

(1
点
/
却
ト
ン
の
割
合
)
の
採
取
が
行

わ
れ
、
デ
ー
タ
が
工
場
へ
送
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
、
輸
送
費
の
負
担
は
、
ほ
場
か
ら

中
間
堆
積
場
ま
で
は
生
産
者
と
会
社
が
折

半
、
堆
積
場
か
ら
工
場
ま
で
は
会
社
と
い

う
こ
と
で
す
。

原
料
の
査
定
は
会
社
が
行
い
、
標
準
的

な
タ

ッ
ピ
ン
グ
と

一
定
率
の
爽
雑
物
の
混

入
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
買
入
基
準

を
定
め
、
こ
れ
よ
り
状
態
の
い
い
も
の
を

加
点
す
る
方
式
で
あ
り
北
海
道
で
い
う

「
立
会
人
」
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
産
者
へ
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
試

験
農
場
の
設
置
、
青
空
講
習
会
の
開
催
、

防
除
用
機
械
・
緑
肥
種
子
の
斡
旋
、
機
関

誌
の
発
行
な
ど
を
行
う
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

同
て
ん
菜
生
産
農
場

北
ド
イ
ツ
(
ズ
タ
l
ブ
ル
グ
)
の
農
家

は、

2
7
0
h
を
経
営
主
と
従
業
員
1
人

で
経
営
す
る
地
域
で
も
大
き
な
農
家
で
、



平成27~6月 1 日

て
ん
菜
を
作
付
け
す
る
ほ
場
は
前
作
と
し

て
小
麦
の
収
穫
後
に
緑
肥
作
物
を
入
れ
て

い
る
こ
と
、
て
ん
菜
と
馬
鈴
し
ょ
の
畝
幅

を
合
わ
せ
作
業
機
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
、
多
く
の
機
械
作
業
は
マ
シ
l
ネ
ン
リ

ン
グ
(
以
下

「
M
R
」
と
い
う
。
)
を
活

用
す
る
こ
と
で
よ
り
少
な
い
労
力
で
大
規

模
な
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
(
レ

l
レ
ン
バ
ッ
ハ
)

の
農
家
は
、

1
0
0
h
の
畑
と
乳
用
牛

(
育
成
・
肥
育
を
含
む
)
1
8
0
頭
を
飼

育
す
る
両
親
・
経
営
者
夫
婦
の
家
族
経
営

で
、
牛
の
飼
料
は
全
て
自
給
、
特
に
ビ
ー

ト
ト
ッ
プ
は
ハ

l
ベ
ス
タ
l
に
収
穫
装
置

が
つ
い
て
お
り
重
要
な
飼
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
生
産
者
も
、
て
ん
菜
は
他
の

てん菜協会だより120号(壇刊号)(7) 

作
物
に
比
べ
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
作
物
と
の
こ
と

で
し
た
。

同
大
型
機
械
と

M
R

ド
イ
ツ
の
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー

「ホ
ル

マ
l
社
」
で
、
て
ん
菜
の
大
型
機
械
の
性

能
と

M
R
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

同
社
製
の
白
走
式
の
て
ん
菜
収
穫
機

(
テ
ラ
ド
ス
)
・
除
土
積
込
機
(
テ
ラ
フ

エ
リ
ス
)
・
多
目
的
の
運
搬
作
業
車
(
テ

ラ
バ
リ
ア
ン
ト
)
は
、
欧
州
を
は
じ
め
世

界
各
国
に
販
売
さ
れ
て
お
り
、
特
に
収
穫

機
は
欧
州
の
シ
ェ
ア
の
何
%
を
諮
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
ら
の
機
械
は
い
ず
れ
も
大
型
・
高

性
能
で
価
格
も
高
く
、
高
度
な
操
作
技
術

も
必
要
な
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
で
は

M
Rを

介
し
て
広
域
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

M
R
は
、
印
年
ほ
ど
前
、
後
継
者
や
労

働
力
不
足
を
背
景
に
個
人
で
は
所
有
で
き

借
り
手

貸
し
手

‘…個人所有の機械‘ 一 刻問所有の機織

な
い
よ
う
な
大
型
で
高
価
な
機
械
が
導
入

さ
れ
始
め
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
機
械

の
貸
借
を
仲
介
す
る
組
織
の
必
要
性
が
高

ま
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
設
立
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
で
、
今
で
は
ド
イ
ツ
全
土
に
普

及
し
て
い
る
公
益
的
組
織
で
す
。

M
R
は
会
員
制
で
、
会
員
が
所
有
す
る

機
械
を
賃
借
し
合
う
こ
と
で
機
械
投
資
の

低
減
や
有
効
活
用
を
目
的
と
し
て
お
り
、

M
R
自
身
は
機
械
を
所
有
せ
ず
、
賃
貸
の

斡
旋
を
行
う
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
説
明
を
受
け
た

M
R
に
は
、
地

域
の
主
業
的
農
家
の
ほ
ぼ
全
員
が
会
員
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

M
R
が
斡
旋
す
る
作
業
は
、
ほ
ぽ
全
て

の
作
物
に
か
か
る
農
作
業
、
て
ん
菜
で
は
、

播
種
、
収
穫
、
除
土
積
込
、
運
搬
ま
で
の

一
連
の
作
業
、
冬
場
は
除
雪
や
間
伐
な
ど

の
営
林
作
業
が
あ
り
、
年
会
費
と
斡
旋
子

数
料
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
型
機
械
を
北
海
道
で
使
い

こ
な
す
に
は
、
栽
培
方
法
や
ほ
場
条
件
、

利
用
方
法
等
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
、
北
海
道
に
お

い
て
も
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
作

業
受
託
組
織
へ
の
依
存
度
が
高
ま
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
農
業

者
の
農
作
業
・
労
働

支
援
体
制
の
整
備
に

向
け
た
取
組
が
急
が

れ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

士お;
て7 て7~ jtJ1 

き 4 3 ~宮
1業月業月北 Zi
g務 1 務 31海-=- ~ 
1部日部日道
1長付長付て f 
i 転退ん i 
E 入 職菜 -i舟(新(協 Z

A 橋日井北全
;甜糖-
s滋)定)異

;夫 雄動

平
成
部
年
度

「
原
料
て
ん
菜
立
会
業
務
功
労
者
表
彰
」

平
成
幻
年
2
月
に
全
道
4
ヶ
所
で
開
催

し
た
「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」

の
講
習
に
先
立
ち
、
原
料
て
ん
菜
の
立
会

業
務
に
永
年
従
事
し
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
方
々
を
顕
彰
す
る
た
め
、
平
成
初
年
度

原
料
て
ん
菜
立
会
業
務
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
全
道
で

7
名
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

原料てん菜立会業務功労者氏名

農協名 氏 名

帯広市川西 渡辺 馨

中札内村 奥木賢次

幕 別 町 佐藤忠雄

幕 日リ 町 七島幸雄

十勝清水町 中村勝則

鹿 追 町 河辺 昇

きたみらい 角田 優

(敬称略)
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〉てん菜糖の生産実績平成26年産

北海道農政部生産振興局農産振興課調べ

糖業者名 原料処理量
砂糖生産量 エタノール

歩留
ピートパルプ

歩留
裁断 裁断 製糖 製糖

(うち原料糖) 向け糖液 生産量 期間 延べ 期間 延ベ
工場名

(t) (t) (砂糖換算t) (%) (t) (%) (月日) 日数 (月日) 日数

芽室 923，498.31 
152，324.97 

0.00 16.49 37，196.08 4.03 
10月17日

114 
10月17日

188 日 (34，747.89) 2月 7日 4月22日

美幌 355，273.76 
62，049.33 

0.00 17.47 15，824.40 4.45 
10月17日

125 
10月17日

126 
(49，049.31) 2月18日 2月19日

土別 264，399.09 
45，570.30 

0.00 17.24 13，162.02 4.98 
10月17日

91 
10月17日

92 
(441.99) 1月15日 1月16日

甜
小計 1，543，171.16 

259，944.60 
0.00 16.84 66，182.50 4.29 ~ / ~ / (84，239.19) 

ホ 中斜里 832，842.33 
147，780.02 

0.00 17.74 40，239.31 4.83 
10月13日

146 
10月13日

165 
(69，385.41) 3月 7日 3月26日

ク 51，131.15 10月16日 10月16日
清水 323，651.01 

(3，299.40) 0.00 15.80 14，654.52 4.53 
2月17日

125 
2月17日

125 
レ

、ノ 小計 1，156，493.34 
198，911.17 

0.00 17.20 54，893.83 4.75 ~ / ~ / (72，684.81) 

北 見 276，239.72 
49，000.32 

0.00 17.74 16，198.86 5.86 
10月17日

98 
10月17日

100 
北 (34，653.60) 1月22日 1月24日

道南 258，644.27 
44，750.00 

0.00 17.30 14，064.40 5.44 
10月19日

98 
10月19日

125 
(1，746.00) 1月24日 2月20日

本 別 332，166.31 
55，369.68 

0.00 16.67 15，618.70 4.70 
10月15日

132 
10月15日

134 
(4，520.40) 2月23日 2月25日

糖
小言十 867，050.30 

149，120.00 
0.00 17.20 45，881.96 5.29 ~ / ~ / (40，920.00) 

A ロ 計 3，566，714.80 
607，975.77 

0.00 17.05 166，958.29 4.68 レ/ / ~ / (197，844.00) 

砂糖生産量の下段のカッコ内は原料糖の生産量で、内数である。
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晶質のよ~C)J~&菜を

0除草剤を効果的に使って雑草防除

01ま場をよく観察して適期に病害虫防除

0申耕やサブソイラの施工で湿書を防止

注

「
こ
の
て
ん
菜
協
会
だ
よ
り
増
刊
号
は
、
て
ん
菜
耕
作
者
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
に
当
協
会
の
活
動
を
お
J

f
切
ら
せ
す
る
た
め
、
増
刊
し
た
も
の
で
す
。
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